







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































的で、高校 2年の 16歳のときの 7月に首の骨を
脱臼して、脊髄損傷の中の首の頸髄損傷をしまし
た。それ以来胸から下は全く動かない、今でも動
かないんですが、車椅子で生活しており、指など
にも、上肢にも障害が残ります。約半年の入院生
活を経て、翌年の 4月にもう一度、同じ高校 2年
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生なので 1個下の代に戻って復学しました。平成
24年に愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科
に入学しました。
　大学に入学する際に、学務課の方、大学側から
どういう配慮をしたらいいですかというお話をい
ただいて、僕の場合、体幹がなくて背もたれがな
いと座れないのですけど、じゃ、トイレが一番大
変なのでトイレに背もたれをつけてくださいとい
うオーダーを出して、それをやっていただいたん
ですが、実際に大学に入って生活する中で、例え
ば車椅子で生活していると、ドア、引き戸が自分
でできないんですね。自分でも気づかなかったの
ですけど、じゃ、食堂に行こうと思って、絶対に
引き戸のドアを通らないといけないという時に、
最初自分で、ドアを開けてくださいとかちょっと
手伝ってもらえますかというのを全然言えなく
て、それも何か後天的というのがあるのかもわか
らないんですけど、障害者って見られるのがすご
く嫌だったんですね。それに縛られてというか、
誰かがあけたのを見計らってちょちょちょっと
行ってとか、食堂とかも頼むのはできるのですけ
ど、じゃ、どうぞと言われたときに自分でとれな
い位置にしかなくて、でも、それも何か並んでい
る人に、すみません、ちょっととってもらってい
いですかというのが言えなくて、食堂でご飯を食
べられなかったりとか、ずっと繰り返していまし
た。さっきも言ったんですけど、その根底にはやっ
ぱり障害者として見られたくないということがあ
り、自分の弱い部分が見せられなくてずっと葛藤
とかがあったんですが、高校に復学して、高校 2
年間で本当に人と話せなくなっていて、全く高校
に行ってもほとんど人としゃべらない生活が 2年
間続いて、大学に入ったら絶対楽しもうと思って、
さっき言った気持ちはずっとあったんですね。で
も、今の自分は今の自分だし、それを言ったとこ
ろで立てるようになるわけじゃないしという気持
ちを持って、めちゃくちゃハードルは高かったの
ですけど、自分から積極的に話しかけたりとかお
願いとかできる日はしていたんですね。体調がす
ぐれない日とか気持ちが乗らない日は、今日はお
はようも言えなかったなとかいっぱいあったので
すけど、できる日に少しずつやっていったらどん
どんしゃべれるようになっていって、健常者であ
る学生さんも多分、障害者側から言ったら、ああ、
こういうことを手伝えばいいんだなとかわかると
思うんですけど、何も言わないと何かしゃべれな
い、何をしゃべっていいかわからないとか、そう
いうお互いの、障害者側もそういうのをわかって
もらえないと思っている、健常者側も言ってくれ
ればやるのに、こういうのが多分、大学だけじゃ
なくて社会一般であると思うんですけど、それを
とにかくなくしたいなと思います。障害者って意
外と普通だよということを僕は思っていて、実際
に話しかけたりとか、勉強したりとか、実際、大
学にダンスサークルがあるんですけど、健常者し
かいないそのところに、そこも引き戸、押し戸だっ
たかな、どっちでもいいんですけど入れなくて、
またそれも新入生歓迎パーティーみたいなのが
あって、それで出し物があったんですけど、そこ
に 1人で行って、周りが、車椅子で何で来たんだ
ろうみたいな感じで見られていたんですけど、そ
れは気にせず、もともとダンスがすごく好きだっ
たので見て、そのショーが終わった後にサークル
長さんがいたので、めちゃくちゃ緊張したんです
けど、そこに行って、すみません、僕、障害があっ
てこれぐらいしか踊れないんですけどいいですか
と言ったら、ああ、全然いいよと言われて、意外
と言ってみるものだなと、そういうのも思って入
れました。
　そういう、例えば話しかけるとかお願いすると
いう小さい挑戦だったりとか、サークルに行って
みるとか、大きな挑戦とか、僕は大学生活の 4年
間、とにかく小さいのも大きいのも中くらいのも
挑戦はずっとしてきたと思っていて、その中で挑
戦して初めて経験する苦労だったりとか失敗だっ
たりとかがいっぱいあって、何かすごい落ち込む
時とかあったんですけど、でも、それがあって、
失敗とか苦労して初めて、じゃ、こうしようとか、
自分の何が足りないんだろう、何をお願いすれば
いいんだろうとそこで初めてわかるんですね。
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○大学がすべき支援について
　障害者って、僕の考え方ですけど、何か守られ
がちというか、例えば支援という考え方にも、い
ろいろやられ過ぎちゃいがち、苦労する機会とか
失敗する機会を奪われがちだと思うんですね。も
しくは、すごい困難かすごい守られるかみたいな
感じで僕は思っていて、やっぱり例えばノーマラ
イゼーションとかといって、健常者と障害者が平
等と言っているにもかかわらず、そういうときに
何を平等かとやったら、いい部分ばかり見られる
と思うんですよ。だけど、逆に考えると、苦労し
たりとか失敗したりする経験が平等なのかなと考
えたときに、多分社会一般で思われているノーマ
ライゼーションとかだとちょっと足りないのかな
ということも思って、僕は大学生活の中でそうい
う失敗とか苦労して成長できたので、そこを強く
思っていて、僕が思うに、障害者本人が学生でや
る中で大事なことは、僕は 2つだと思っています。
じゃ、大学は何もできないのかといったらそうで
はなくて、大学は何ができるのだろうということ
で、障害を持つ学生自身が挑戦したりとか失敗、
苦労することができる環境を整えることが必要だ
と思います。
　ちょっと漠然としているのですけど、1つ例を。
例えば、一番考えられやすい、身体障害者、車椅
子と考えたときにバリアフリーって、きっと皆さ
ん、入っていきやすいと思うのですが、じゃ、そ
れを考えたときに、1つ目、予算が許す限り、自
動ドアなどの細かいところも含めて大学内全てを
バリアフリーにして、障害を持つ学生が 1人で全
てこなせる環境をつくる。要するにどこでも全部
1人で行けちゃう、エレベーター、トイレ、スロー
プ、ドアもそうですけど、全部自分でできる、こ
れが楽だと思うんですね。
　もう一つの選択肢、エレベーターの設置など必
要最低限のところだけ、授業へ行く、例えば 2階
の教室が絶対あるから、じゃ、エレベーターは最
低つけなきゃいけないねというぐらいの最低限の
ことだけやって、細かいところ、さっきのドアだっ
たりとかちょっとした段差だったりとかは、障害
を持つ学生がみずから手伝いを求めなければいけ
ない、見方によったらちょっと中途半端な環境か
もしれないんですけど、そういうものをつくる。
　この 2つの選択肢があったときに、皆さんは
どっちを選ぶかなと思って、僕も大学に入る前
だったら多分 A、全部できたほうが、それこそバ
リアフリーとかユニバーサルデザインだなとか
思ったのですけど、先ほども言ったように、やっ
ぱり苦労したりとか失敗して初めて気づく。そこ
で、例えばなんですけど、じゃ、Aだったら、ど
こでも全部自分でできちゃう、Bだったら、あの
教室に行くためにドアを自分であけられないな
と、でも、授業は行かなきゃいけない、じゃ、ど
うしようとなったときに、道行く人でも誰でもい
いのですけど、お願いしなきゃいけない。すみま
せん、ちょっとドアを開けてもらっていいですか
とか、ちょっと段差があったら上げてもらってい
いですか、そこで初めてかかわる機会が得られる
と思うんですよ。もし Aだったら、誰ともかか
わらずに行けちゃう。
○支援を考えるうえでの手がかり
　それで、1つ目なんですけど、障害を持つ学生
にとっての大学をどのように捉えるか、または学
生が大学生活を送る中でどのようなことを優先事
項とするかということを明確にするというのを、
例えば大学に来ている人だったら、多分、将来就
職して社会に出て働きたいと思っている人がほと
んどだと思うんですけど、その場合に、Aと B、
どっちが訓練という言い方はあれですけど、そう
いうふうになるかと思うと、Aだったら確かに楽
かもしれないです。大学の生活だけだったら、例
えば勉強にも集中できるかもしれないし、体力的
にも。でも、Bだったら、大変かもしれないけど、
社会に出る準備、人にお願いしなきゃいけない、
何かを頼まなきゃいけないとか、勉強と違う部分、
社会に出る準備という部分で Bのほうが勝って
いるのかなと思うのですけど、これも Aが正し
いとか Bが正しいとかそういうことじゃなくて、
どこを優先するか、何を目標とするかによって、
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Aが正しい時もあるし Bが正しい時もあるしっ
て出てくると思うんですよ。
　僕の場合は B、自分が就職したいと思って、自
分がこの 4年間の中で何が変わったかといった
ら、しつこく話しかけたりとか、それによって、
例えば大学内だけじゃなくて、大学外に出て、普
段の生活の中で、じゃ、エレベーターに乗った、
おじいちゃん、おばあちゃんがいますといったと
きに、今日、天気がいいですねとか、何げない話
ですけどそれができるようになって、おばあちゃ
んも、意外としゃべれるんだねみたいな、それで
何かが生まれるかはわからないのですけど、何か
いい時間じゃないですか。だから、そういうのも
できるようになって、社会に出て働くとなったと
きに、絶対人って 1人じゃ生きていけないし、仕
事をするにしても普通に生活するにしても、一番
大事なところってコミュニケーションだったり、
助け合い、自分の思いを伝える、相手の力にな
るとか、何か人と人との間のことが生きている中
で一番大事なのかなと思うので、先ほど選択肢 A
と Bで、僕は Bの重要性もちょっと言いたいな
と思いました。
　2つ目も同じようなことなんですけど、優先事
項にとって一番メリットが多くデメリットの少な
い支援の選択肢を選ぶ。どのような支援の選択
肢にも必ずメリットとデメリットの両方があるか
ら、優先順位をつけることが必要だと思います。
　3つ目ですけど、支援はやり過ぎちゃうと、せっ
かくその人が持っている力も消してしまうかもし
れない。または、学生自体がやりたいことを妨げ
ちゃうことすらあるかもしれないということで、
やり過ぎは厳禁かなと思います。
　今回のテーマとして、障害を持つ学生への大学
での支援ということなのですけど、大学側は何が
できるかと考える時に、いきなり大学が学生たち
に何をできるかという考え方じゃなくて、学生が
生活するに当たって必要な支援は何だろうという
ところをまず考えてから、その支援の中で、じゃ、
大学はどの部分を担えるかなという、その順番を
やっていただくとすごく障害を持つ学生から考え
るとありがたいです。というのも、やっぱり大学
が全部できるわけじゃなくて、友人も全部でき
るわけじゃなくてというバランスといいますか、
どっちかが負担になってもいけないし、継続する
ことが大事なので、そこら辺の考え方、まずは全
体を考えてという考え方が大事かなと思います。
　また、何かを絶対すること、何かしていること
が支援じゃないと思って、何かをどうかしている
とか何かこういう手伝いをしているとか、目に見
えていて、そのほうが、支援者側としては今やっ
ているなとか支援できているなと思うのですけ
ど、例えばなんですけど、見守ること、もちろん
全く何もしないで放置するとは違って、考えた上
で今は見守る時期だな、学生が自分から友達をつ
くりに行ったりとかこういう経験をしようとして
いるというところを支援という意味で見守るとい
う形も一つかなと自分は思っています。
　なので、それをすると、例えば障害者の学生が
友達をつくっていくと、そうすると健常者と障害
者がかかわって、健常者側も、障害者の方って意
外とこんな感じだとまた知れて、それがその輪が
どんどん広がっていく、そうすると結果的に環境
が障害者の学生が過ごしやすい環境にもなるかな
というように、そういう考え方もできるかなと思
います。
　最後になんですけど、僕自身、けがをした当初
は本当に何が何だかわからなくて、動かないんで
すね、何も。なので、まず生きていけるのかなと
か思っていて、生きている意味がわからなくてと
いう時期も本当にあったのですけど、でも、愛知
県立大学の 4年間を過ごして、さっき言った自分
の挑戦もあったんですけど、みんなに助けられて
とかいろんな世界を知れてとか、今すごく幸せで、
こうやってしゃべる側にもなれているし、なので、
大学って本当に、障害者だけに限ったことじゃな
いんですけど人を幸せにできる場所でもあると思
うので、こういう支援とかがより進むといいかな
と思っています。
